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世界かんがい施設遺産『本宿用水』とは？
　本宿用水は、鮎壺の滝の上流に位置する新井堰から黄瀬川の水を取水する、延長約500ｍの
隧道と約2㎞の水路からなるかんがい施設です。本宿村付近の黄瀬川は川底が深く、また降水時
には暴れ川となり、川水を取水することが難しく、16世紀までは稲作ができない貧困地帯でした。
　そこで、本宿村の人々は徳川家康から任命をされた、領主・興国寺城主の天野三郎兵衛康景
に用水路建設のための隧道掘削の許可を1601年に嘆願し、当時最先端の水利土木技術である
「甲州流水利法」を駆使して、1603年に本宿用水が完成しました。

　用水路建設のための隧道掘削については、領主・興
国寺城の天野三郎兵衛康景から本宿村の農民だけで
隧道掘削することを条件として許可を得て、完成後に
は用水の維持管理を徹底するように託されました。

新井堰・黄瀬川取水口

武田家に伝わる
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本宿村の農民だけで掘削と木材での落盤防止を同時に進めた©2024SaK
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本宿用水に10石の管理費を付けた手形

本宿用水の位置図
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その1
本宿村の人々の強い願いで
領主天野三郎兵衛康景より
隧道掘削の許可を得た

あま  の    さ ぶ ろ    べ    え   や す か げ

　武田信玄の家老だった甘利家から長沢村に移住した甘利弾正の
息子（主水）は本宿村に出作地を持っていました。そして、武田家に
伝わる鉱山技術や水利技術の指導を受けられるようになりました。
　換気抗と先進導坑の役割を担う竪穴抗の設置や行燈を使う
測量技術で、67年後に竣工した箱根用水の手本とされました。

もんど



　今でも毎年4月の第一日曜日には欠かさず行われ
る川浚いなど、本宿区の人々により維持管理されて
おり、本宿地域の水田地帯に安定的に水を供給し、
また防火用水や生活用水など地域に不可欠な社会
基盤として活用されています。

かんがいだけでなく
今なお愛される『命の水』
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　2023年11月４日インドのヴィシャーカパト
ナムでの、国際かんがい排水委員会（ICID）
の国際執行理事会にて、画期的な技術を取
り入れたプロジェクトにより、水田農業の発展
と農家の経済状況改善に貢献したとして、世
界かんがい施設遺産に登録決定しました。

第74回ICID執行理事会で
世界かんがい施設遺産登録
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その5

本宿村古地図 江戸時代初期の本宿村の地図

長泉町ふるさとカルタより

N

授与式の様子登録証 登録盾

地域セミナーでの見学会区民による川浚い
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大地震、洪水での隧道破損、水論争、干ばつなど
幾多の苦難を克服し守られてきた本宿用水
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現在の本宿用水
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その6
3つの世界遺産と
1つの世界ジオパーク
本宿用水の取水口周辺では
● 富  士  山
 （世界文化遺産）
● 本宿用水
 （世界かんがい施設遺産）
● 箱根用水
 （世界かんがい施設遺産）
● 鮎壺の滝
 （ユネスコ世界ジオパーク）
の４つを一度にみることが
できます。

　安政元年の大地震で隧道大破の際は、村人たちだ
けで隧道を改修している間、竹原で湧き出た窪の湧水
（小僧池）から水を流してもらい用水を確保しました。
　また大正12年の関東大震災では、隧道の8割が崩
壊したため県からの補助を受け改修するとともに、平
成2年と平成10年には素掘りであった隧道の全てを
コンクリート暗渠に大改修されました。
　様々な困難を乗り越えてきた歴史は、本宿用水を
守る気持ちの強さを伝えています。

　本宿は鎌倉時代まで、東西を結ぶ主要街道（最初の東海道）黄瀬川宿の一部として
賑わったが、富士山の噴火や黄瀬川の氾濫により、主要街道が箱根越え（鎌倉古道）に
移ったため寂れ、農村となった。
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